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一は
じ
め
に
本
稿
で
い
う
記
録
語
辞
典
と
は
、
古
記
録
(
日
記)
資
料
の
用
語
辞
典
・
用
語
集
の
こ
と
で
あ
る
。
古
文
書
の
用
語
辞
典
・
用
語
集
と
一
体
の
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
両
者
の
語
彙
上
・
文
体
上
の
近
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。｢
記
録
語｣
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
に
よ
っ
て
、
採
録
語
の
範
囲
は
自
ず
と
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
で
若
干
触
れ
る
こ
と
と
し
、
当
面
は
記
録
類
に
特
有
の
語
(
記
録
特
有
語)
と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で
使
っ
て
お
き
た
い
。
古
記
録
(
日
記)
資
料
の
用
語
記
録
語
の
研
究
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
主
に
日
本
史
学
の
分
野
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
主
に
資
料
読
解
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
辞
典
や
用
語
集
の
編
纂
を
企
図
し
た
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
如
き
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
・
布
施
秀
治
(
一
九
三
二)
『
古
文
書
記
録
辞
典
ア
部』
私
家
版
・
藤
原
照
等
(
一
九
五
〇)
『
記
録
古
文
書
語
彙
抄

ア
―
コ』
私
家
版
・
(
一
九
五
一)
『
記
録
古
文
書
語
彙
抄

サ
―
ソ』
私
家
版
・
伊
地
知
鐵
男
(
一
九
六
九)
｢
古
記
録
用
語
特
殊
解
(
案)｣
『
日
本
古
文
書
学
提
要
下』
新
生
社
布
施
、
藤
原
の
も
の
は
未
完
で
、
伊
地
知
の
も
の
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
63
日
本
語
学
の
観
点
か
ら
み
た
記
録
語
辞
典
峰
岸
明
著
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
の
可
能
性
後
藤
英
次
い
る
語
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
本
格
的
な
辞
典
へ
進
む
前
の
企
画
段
階
の
も
の
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
現
在
に
至
る
ま
で
、
資
料
読
解
の
た
め
の
用
語
集
・
辞
典
類
の
作
成
は
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
個
別
の
文
献
を
対
象
と
し
た
も
の
に
は
、
以
下
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
・
貴
志
正
造
(
一
九
七
九)
｢
吾
妻
鏡
用
語
注
解｣
『
全
訳
吾
妻
鏡
別
巻』
新
人
物
往
来
社
・
今
川
文
雄
(
一
九
七
九)
｢
明
月
記
・
要
語
解
説｣
『
訓
読
明
月
記
第
六
巻』
河
出
書
房
新
社
・
関
幸
彦
・
松
吉
大
樹
(
二
〇
〇
八)
｢
用
語
・
事
項
解
説
用
語｣
関
幸
彦
・
野
口
実
『
吾
妻
鏡
必
携』
吉
川
弘
文
館
な
お
、
先
に
掲
げ
た
布
施
と
藤
原
の
も
の
は
、
書
名
に
｢
古
文
書
記
録｣
｢
記
録
古
文
書｣
と
｢
記
録｣
と
｢
古
文
書｣
と
を
並
べ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
記
録
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
文
書
が
あ
り
、
古
文
書
類
の
用
語
集
・
用
語
辞
典
も
日
本
史
学
の
分
野
で
は
作
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
最
近
の
も
の
ま
で
含
め
て
、
い
く
つ
か
掲
げ
て
お
く
(
近
世
文
書
を
専
ら
の
対
象
と
す
る
も
の
は
除
き
、
古
代
・
中
世
の
も
の
も
対
象
と
す
る
も
の
の
中
か
ら
掲
げ
て
お
く)
。
・
荒
居
英
次
他
(
一
九
八
〇)
『
古
文
書
用
字
用
語
大
辞
典』
柏
書
房
・
(
一
九
八
三)
『
古
文
書
用
語
辞
典』
柏
書
房
(
右
の
縮
刷
普
及
版)
・
阿
部
猛
(
一
九
九
七)
『
荘
園
史
用
語
辞
典』
東
京
堂
出
版
・
(
二
〇
〇
五)
『
古
文
書
古
記
録
語
辞
典』
東
京
堂
出
版
・
こ
と
ば
の
中
世
史
研
究
会
(
二
〇
〇
七)
『｢
鎌
倉
遺
文｣
に
み
る
中
世
の
こ
と
ば
辞
典』
東
京
堂
出
版
ま
た
、
図
書
館
学
(
司
書)
の
立
場
か
ら
の
も
の
も
あ
る
。
・
矢
島
玄
亮
(
一
九
七
七)
｢
古
文
書
語
彙
稿｣
『
図
書
館
学
研
究
報
告』
一
〇
こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
も
の
は
い
ず
れ
も
、
日
本
語
学
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
興
味
・
関
心
の
あ
り
か
が
異
な
る
た
め
か
、
採
録
語
の
範
囲
や
語
義
の
説
明
、
用
例
の
挙
げ
方
に
や
や
問
題
が
感
じ
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
採
録
語
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
｢
文
学
作
品
そ
の
他
一
般
の
文
献
に
は
あ
ま
り
見
な
れ
な
い
、
特
殊
・
難
解
な
用
字
・
用
語
(
１)｣
と
い
っ
た
あ
た
り
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
各
項
目
(
立
項
さ
れ
た
語)
を
見
る
と
、
用
例
を
掲
げ
ず
、
語
義
説
明
の
み
を
示
す
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
、
語
の
読
み
方
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
多
く
は
な
く
、
ま
た
、
品
詞
や
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
語
な
の
か
64
等
が

み
が
た
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
言
語
研
究
に
は
、
積
極
的
に
は
活
用
し
づ
ら
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
ご
く
最
近
、
左
記
の
書
の
刊
行
を
み
た
。
・
峰
岸
明
(
二
〇
一
六)
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成
上
・
下
附
記
録
語
解
義』
吉
川
弘
文
館
こ
の
書
は
、
日
本
語
学
分
野
に
お
け
る
記
録
語
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
峰
岸
明
博
士
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
用
語
集
・
記
録
語
辞
典
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
峰
岸
(
二
〇
一
六)
に
つ
い
て
、
日
本
語
研
究
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
い
か
な
る
特
徴
を
持
つ
も
の
な
の
か
、
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
記
録
語
と
国
語
辞
典
斎
木
一
馬
の
研
究
か
ら
こ
こ
で
、
記
録
語
を
も
っ
ぱ
ら
の
対
象
と
す
る
辞
典
・
用
語
集
を
離
れ
て
、
い
っ
た
ん
一
般
の
国
語
辞
典
に
お
け
る
記
録
語
の
採
録
状
況
や
そ
の
不
備
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
の
国
語
辞
典
の
記
録
語
採
録
状
況
等
に
不
足
・
不
備
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
記
録
語
辞
典
・
記
録
用
語
集
が
作
成
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
用
語
集
や
辞
典
の
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
、
先
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
日
本
史
学
の
立
場
か
ら
の
記
録
語
研
究
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
斎
木
一
馬
に
よ
る
一
連
の
も
の
を
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
(
２)
。
以
下
に
発
表
順
に
掲
げ
て
お
く
。
・
斎
木
一
馬
(
一
九
五
四)
｢
国
語
史
料
と
し
て
の
古
記
録
の
研
究
記
録
語
の
例
解
｣
『
國
學
院
雑
誌』
第
五
五
巻
第
二
号
・
(
一
九
六
八)
｢
国
語
資
料
と
し
て
の
古
記
録
の
研
究
近
世
初
期
記
録
語
の
例
解
｣
『
仏
教
史
研
究』
第
三
号
・
(
一
九
七
〇)
｢
記
録
語
の
例
解
国
語
辞
典
未
採
録
の
用
字
・
用
語
｣
『
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
古
記
録
の
研
究』
続
群
書
類
従
完
成
会
・
(
一
九
七
四)
｢
漢
籍
を
出
典
と
す
る
記
録
語
若
干
に
つ
い
て｣
『
森
克
己
博
士
古
稀
記
念
史
学
論
集
対
外
関
係
と
政
治
文
化
第
二
政
治
文
化
・
古
代
中
世
編』
吉
川
弘
文
館
・
(
一
九
七
九)
｢
記
録
語
と
国
語
辞
書｣
『
國
學
院
雑
誌』
第
八
〇
巻
第
一
一
号
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
、
斎
木
(
一
九
八
九)
『
古
記
録
の
研
究
上
65
〈
斎
木
一
馬
著
作
集
１
〉』
吉
川
弘
文
館
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
斎
木
(
一
九
九
〇)
『
古
記
録
学
概
論』
吉
川
弘
文
館
所
載
の
｢
記
録
語
要
解｣
は
、｢
編
集
後
記｣
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
連
の
研
究
を
も
と
に
｢
用
例
を
最
小
限
に
限
定
し
て
収
載
し
た
も
の｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
斎
木
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
く
り
か
え
し
記
録
語
研
究
の
遅
れ
と
、
国
語
辞
典
・
字
典
に
お
け
る
記
録
語
の
扱
い
方
の
不
備
・
未
採
録
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
斎
木
(
一
九
七
九)
の
第
一
節
の
タ
イ
ト
ル
は
｢
従
来
の
国
語
辞
書
に
お
け
る
記
録
語
の
欠
落｣
で
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
｢
要
す
る
に
記
録
・
文
書
を
読
む
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
従
来
の
国
語
辞
書
は
、
甚
だ
し
く
不
備
で
あ
っ
た｣
と
あ
る
。
な
お
、
第
二
節
以
下
の
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。｢
二
『
日
本
国
語
大
辞
典』
の
記
録
語
収
録｣
｢
三
『
日
本
国
語
大
辞
典』
に
採
録
漏
れ
の
記
録
語｣
｢
四
記
録
・
文
書
に
お
け
る
特
殊
な
用
字
・
用
語
と
漢
和
辞
書｣
｢
五
記
録
・
文
書
に
お
け
る
特
殊
な
用
字
・
用
語
と
国
語
辞
書｣
｢
六
国
語
辞
書
・
漢
和
辞
書
間
の
ギ
ャ
ッ
プ｣
｢
七
国
語
辞
書
へ
の
要
望
漢
字
索
引
の
こ
と
｣
。『
日
本
国
語
大
辞
典』
(
初
版)
に
多
く
の
記
録
語
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
採
録
に
漏
れ
た
語
も
多
い
こ
と
等
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
漢
字
索
引
が
添
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
要
望
を
述
べ
て
い
る
。
斎
木
の
提
言
や
記
録
語
研
究
の
進
展
も
あ
り
、
記
録
語
類
は
国
語
辞
典
に
か
な
り
採
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
記
録
語
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
に
見
た
斎
木
の
研
究
は
、
日
本
語
学
の
研
究
に
も
拠
り
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
特
定
の
文
献
に
お
け
る
記
録
語
の
使
用
状
況
を
調
査
す
る
際
の
足
が
か
り
に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
次
の
も
の
等
が
あ
る
。
・
堀
畑
正
臣
(
二
〇
〇
一)
｢『
明
月
記』
に
見
え
る
｢
記
録
語｣
(
そ
の
一)
斎
木
一
馬
氏
の
｢
記
録
語
例
解｣
と
の
比
較
｣
『
明
月
記
研
究
記
録
と
文
学』
第
六
号
(
堀
畑
(
二
〇
〇
三)
『
院
政
・
鎌
倉
期
古
記
録
に
於
け
る
記
録
語
・
記
録
語
法
の
研
究』
科
研
費
報
告
書
に
再
録)
・
(
二
〇
〇
三)
｢『
明
月
記』
の
記
録
語
(
そ
の
二)
斎
木
一
馬
氏
の
｢『
記
録
語
の
例
解』
―
国
語
辞
典
未
採
録
の
用
字
・
用
語
―｣
と
の
比
較
｣
『
院
政
・
鎌
倉
期
古
記
録
に
於
け
る
記
録
語
・
記
録
語
法
の
研
究』
科
研
費
報
告
書
(『
明
月
記
研
究
記
録
と
文
学』
第
八
号
に
再
録)
66
堀
畑
(
二
〇
〇
一)
に
は
、
斎
木
の
論
考
の
問
題
点
と
し
て
、｢
当
該
文
献
の
挙
例
が
な
い
か
ら
そ
の
文
献
に
は
用
例
が
な
い
と
は
云
え
な
い
こ
と｣
｢
記
録
語
は
時
代
と
共
に
意
味
変
化
す
る
が
、
…
(
中
略)
…
挙
例
が
ど
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
か
今
一
つ
明
ら
か
で
な
い
こ
と｣
｢
当
該
文
献
で
の
そ
の
語
の
使
用
状
況
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と｣
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
斎
木
の
｢
例
解｣
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
記
録
語
の
意
味
変
化
の
動
向
・
傾
向
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う｣
と
す
る
。
ま
た
、｢
斎
木
氏
の
提
言
・
批
判
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
代
表
的
な
国
語
辞
典
に
お
け
る
記
録
語
の
扱
い
の
変
遷
を
検
討｣
し
た
も
の
と
し
て
、
左
の
も
の
が
あ
る
。
・
中
山
緑
朗
(
二
〇
〇
六)
｢
大
型
国
語
辞
典
・
古
語
辞
典
に
お
け
る
記
録
語
の
扱
い
斎
木
一
馬
氏
の
提
言
を
め
ぐ
っ
て
｣
倉
島
節
尚
編
『
日
本
語
辞
書
学
の
構
築』
お
う
ふ
う
(
中
山
(
二
〇
一
六)
『
日
本
語
史
の
探
訪
記
録
語
・
古
辞
書
・
文
法
・
文
体
』
お
う
ふ
う
所
収)
こ
の
論
文
で
は
、『
言
海』
『
大
言
海』
『
大
日
本
国
語
辞
典』
『
大
辞
典』
『
日
本
国
語
大
辞
典
(
初
版)』
『
日
本
国
語
大
辞
典
(
第
二
版)』
『
角
川
古
語
大
辞
典』
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編』
『
古
文
書
古
記
録
語
辞
典』
｢
吾
妻
鏡
用
語
注
解｣
に
お
け
る
記
録
語
の
採
録
状
況
が
調
査
・
整
理
さ
れ
、
各
辞
典
の
採
録
状
況
と
特
徴
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
記
録
語
や
古
文
書
語
に
属
す
る
多
く
の
語
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
(
初
版
・
第
二
版)』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
平
安
古
記
録
で
は
常
用
語
で
あ
る
語
が
、
多
く
の
大
型
国
語
辞
典
で
見
逃
さ
れ
採
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
傾
向
も
存
す
る
こ
と
等
の
指
摘
が
あ
る
。
以
上
、
こ
こ
で
は
、
斎
木
の
論
考
に
端
を
発
す
る
記
録
語
研
究
(
お
よ
び
辞
書
研
究)
に
つ
い
て
見
て
み
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典』
よ
り
前
の
辞
典
に
は
記
録
語
は
あ
ま
り
採
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
斎
木
の
論
考
は
日
本
語
学
分
野
に
お
け
る
記
録
語
研
究
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
記
録
語
の
意
味
変
化
や
文
献
ご
と
の
使
用
状
況
を
考
え
た
ば
あ
い
記
録
語
の
研
究
に
は
そ
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国
語
辞
典
(
含
古
語
辞
典)
に
お
け
る
記
録
語
の
扱
い
に
は
現
在
で
も
ま
だ
不
備
な
点
が
あ
る
こ
と
等
が
確
認
で
き
た
こ
と
と
思
う
。
今
後
の
記
録
語
に
関
す
る
研
究
の
進
展
状
況
に
よ
っ
て
は
、
国
語
辞
書
の
書
き
換
え
が
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
記
録
語
辞
典
・
用
語
集
の
向
上
が
、
一
般
の
国
語
辞
典
の
向
上
に
寄
与
す
る
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こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
三
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
の
価
値
・
可
能
性
(
一)
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
に
つ
い
て
さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
語
辞
典
・
記
録
用
語
集
は
、
日
本
語
学
的
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
用
例
の
欠
如
や
語
の
読
み
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
分
に
は
活
用
し
が
た
い
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
現
行
の
大
型
の
国
語
辞
典
や
古
語
辞
典
に
お
い
て
は
、
記
録
語
の
採
録
や
扱
い
方
に
ま
だ
不
備
が
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
日
本
語
研
究
に
も
極
め
て
有
用
と
思
わ
れ
る
書
が
刊
行
さ
れ
た
。本
節
で
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
書
で
あ
る
。
・
峰
岸
明
(
二
〇
一
六)
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成
上
・
下
附
記
録
語
解
義』
吉
川
弘
文
館
こ
の
書
の
内
部
は
、
平
安
時
代
の
記
録
語
約
三
万
語
に
つ
い
て
所
出
箇
所
(
記
録
名
・
年
月
日
・
刊
本
頁
行)
・
用
例
を
示
し
た
デ
ー
タ
集
｢
平
安
時
代
記
録
語
集
成｣
(
二
六
〇
〇
頁)
と
、
記
録
語
辞
典
部
分
の
｢
記
録
語
解
義｣
(
四
九
四
頁)
と
か
ら
な
る
。
本
書
は
、
も
と
も
と
は
『
平
安
時
代
記
録
語
辞
典』
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
吉
川
弘
文
館
の
公
式
サ
イ
ト
内
に
二
〇
〇
六
年
に
置
か
れ
た
｢
吉
川
弘
文
館
創
業
一
五
〇
周
年
記
念
出
版
(
記
念
出
版
一
覧)｣
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
記
念
出
版
七
タ
イ
ト
ル
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
際
の
内
容
説
明
に
は
｢
本
書
は
御
堂
関
白
記
・
小
右
記
等
平
安
時
代
の
主
要
な
記
録
に
使
用
さ
れ
た
厖
大
な
語
句
を
蒐
集
し
、
意
義
の
解
説
を
加
え
、
さ
ら
に
従
来
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
、
語
句
の
読
み
を
確
定
し
た
画
期
的
な
辞
典｣
と
あ
っ
た
(
３)
。
本
書
の
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
吉
川
弘
文
館
編
集
部
に
よ
る
｢
本
書
刊
行
の
経
緯｣
(『
平
安
時
代
記
録
語
集
成
下』
二
六
〇
一
〜
二
六
〇
三
頁)
に
詳
し
い
が
、
創
業
一
五
〇
周
年
記
念
出
版
に
予
定
さ
れ
た
段
階
で
は
、
一
五
〇
〇
〇
語
規
模
の
辞
典
が
計
画
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
峰
岸
博
士
の
御
入
院
、
御
逝
去
に
よ
り
、
博
士
の
遺
さ
れ
た
原
稿
・
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
編
集
部
と
校
閲
者
の
加
藤
友
康
氏
等
に
よ
り
作
業
は
進
め
ら
れ
、
本
来
は
本
体
で
あ
っ
た
辞
典
と
附
録
で
あ
っ
た
デ
ー
タ
集
と
の
関
係
が
逆
転
し
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
。し
か
し
、
記
録
語
辞
典
部
分
｢
記
録
語
解
義｣
は
見
る
か
ら
に
未
完
68
成
で
、
も
し
こ
れ
が
完
成
し
て
い
た
ら
と
惜
し
ま
れ
る
。｢
記
録
語
解
義
凡
例｣
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
著
者
は
記
録
語
辞
典
の
御
原
稿
を
書
き
か
け
ら
れ
、
一
部
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
が
、
検
討
の
時
間
を
持
た
れ
ぬ
ま
ま
逝
去
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
御
原
稿
に
は
明
ら
か
に
未
完
成
の
箇
所
が
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
御
原
稿
は
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
本
文
・
索
引
編』
(
昭
和
三
十
九
年
六
月)
の
｢
あ
と
が
き｣
で
作
成
の
抱
負
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
｢
記
録
語
辞
典｣
の
構
想
の
一
端
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
未
完
成
の
部
分
も
含
め
て
遺
さ
れ
た
御
原
稿
に
整
理
を
加
え
、｢
記
録
語
解
義｣
と
し
て
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
に
附
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
｢
記
録
語
解
義｣
の
題
は
、
著
者
の
御
提
案
に
な
る
。
完
全
な
項
目
の
場
合
、
見
出
し
の
下
に
、
読
み
、
品
詞
等
、
語
義
、
用
例
、
読
み
の
証
例
が
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
研
究
者
の
使
用
に
も
十
分
堪
え
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
未
完
成
で
終
っ
た
こ
と
が
本
当
に
惜
し
ま
れ
る
。
記
録
語
の
デ
ー
タ
集
｢
平
安
時
代
記
録
語
集
成｣
は
、｢『
平
安
時
代
記
録
語
辞
典』
編
纂
の
た
め
に
蒐
集
さ
れ
た
記
録
語
の
デ
ー
タ
を
整
理
し｣
た
も
の
。
こ
こ
で
い
う
｢
記
録
語｣
は
、｢
記
録
(
日
記)
に
使
用
さ
れ
た
語
全
般｣
の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
記
録
特
有
語
に
は
限
定
さ
れ
な
い
。
用
例
蒐
集
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、『
貞
信
公
記』
『
九
暦』
『
小
右
記』
『
御
堂
関
白
記』
『
権
記』
『
左
経
記』
『
春
記』
『
帥
記』
『
水
左
記』
『
後
二
条
師
通
記』
『
兵
範
記』
で
、
こ
れ
ら
の
記
録
類
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
語
句
が
漢
和
辞
典
の
方
式
で
掲
出
さ
れ
る
。
各
項
目
は
、
親
字
(
第
一
字)
の
見
出
し
、
項
目
(
語
句)
の
見
出
し
、
用
例
所
出
箇
所
、
引
用
文
か
ら
な
る
が
、
項
目
に
は
品
詞
等
が
、
用
例
所
出
箇
所
に
は
記
録
名
、
所
出
年
月
日
、
刊
本
の
種
類
、
刊
本
に
お
け
る
巻
次
・
頁
・
段
・
行
が
示
さ
れ
て
い
る
。｢
凡
例｣
の
21
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
著
者
は
、
辞
書
の
編
纂
に
は
用
例
の
蒐
集
が
基
礎
と
な
る
、
と
の
お
考
え
か
ら
十
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
本
書
に
収
め
ら
れ
た
用
例
を
独
力
で
蒐
集
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
用
例
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
み
ず
か
ら
語
義
を
考
え
、
既
刊
の
辞
書
類
の
記
載
か
ら
洩
れ
た
語
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
き
た
語
義
に
修
正
を
加
え
、
語
の
使
用
例
の
年
代
を
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
デ
ー
タ
集
の
利
用
法
の
一
端
、
そ
し
て
価
値
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
記
録
の
用
語
集
と
し
て
は
、
用
例
の
所
出
箇
所
が
明
示
さ
れ
て
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い
る
の
は
貴
重
で
、
容
易
に
刊
本
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
上
こ
の
凡
例
に
付
け
加
え
る
こ
と
も
特
段
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
書
(｢
平
安
時
代
記
録
語
集
成｣
｢
平
安
時
代
記
録
語
解
義｣)
を
瞥
見
し
て
私
な
り
に
気
づ
い
た
こ
と
を
次
に
記
し
て
お
き
た
い
。
(
二)
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
の
価
値
(
イ)
合
成
語(
派
生
語
・
複
合
語)
の
使
用
状
況
の
把
握
ま
ず
、
は
じ
め
に
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
、
日
本
語
研
究
の
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
史
研
究
の
立
場
等
か
ら
は
異
な
っ
た
見
方
も
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
先
に
も
触
れ
た
吉
川
弘
文
館
編
集
部
に
よ
る
｢
本
書
刊
行
の
経
緯｣
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
『
記
録
語
集
成』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
峰
岸
博
士
が
｢
ま
だ
採
取
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
平
安
時
代
の
記
録
も
あ
る
が
、
大
体
の
記
録
語
は
採
取
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
、
と
し
｢
記
録
語
集
成｣
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
お
考
え
を
示
さ
れ
た｣
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
語
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た
峰
岸
博
士
が
こ
う
し
た
お
考
え
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
、
｢
凡
例｣
５
に
は
以
下
の
よ
う
に
は
あ
る
も
の
の
、『
古
典
対
照
語
い
表』
や
『
訓
点
語
彙
集
成』
等
に
近
い
利
用
法
が
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
５
辞
典
の
編
纂
と
い
う
目
的
か
ら
、
全
て
の
語
が
、
全
て
の
所
出
箇
所
に
つ
い
て
網
羅
的
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
の
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

各
記
録
に
は
蒐
集
か
ら
洩
れ
た
語
が
あ
り
う
る
。

あ
る
記
録
で
の
用
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
当
該
語
の
そ
の
記
録
に
お
け
る
用
例
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
い
。

あ
る
記
録
に
つ
い
て
、
最
初
に
掲
出
さ
れ
た
用
例
が
当
該
記
録
で
の
初
見
と
は
限
ら
な
い
。
最
終
的
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
｢
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣
等
に
よ
る
確
認
を
す
る
等
の
慎
重
な
配
慮
が
必
要
か
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
あ
る
語
が
記
録
類
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
記
録
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、｢
記
録
語
集
成｣
が
単
字
で
は
な
く
語
を
採
録
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
語
を
対
象
と
す
る
の
は
、｢
本
書
刊
行
の
経
緯｣
に
も
あ
る
よ
う
に
70
｢
漢
字
索
引
と
し
て
、
現
在
、
単
字
単
位
の
検
索
に
資
す
る
一
字
索
引
が
世
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
用
語
検
索
の
た
め
の
語
彙
索
引
と
し
て
は
あ
ま
り
有
用
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
(
４)｣
と
い
う
峰
岸
博
士
の
お
考
え
に
よ
る
。
記
録
に
お
い
て
ど
う
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、｢
記
録
語
集
成｣
で
把
握
で
き
る
と
い
う
実
例
を
い
く
つ
か
示
そ
う
。
た
と
え
ば
記
録
類
で
多
用
さ
れ
る
接
頭
語
と
し
て
｢
相
(
ア
ヒ)｣
が
あ
る
(
５)
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
動
詞
に
前
接
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
い
と
す
る
。
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
場
合
、
単
字
｢
相｣
で
検
索
を
か
け
、
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
の
中
か
ら
、｢
宰
相｣
｢
丞
相｣
｢
相
撲｣
｢
相
模｣
等
の
い
わ
ゆ
る
検
索
ノ
イ
ズ
を
除
去
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、｢
記
録
語
集
成｣
で
は
、
親
字
｢
相｣
の
項
目
を
見
る
と
、
そ
の
下
の
項
目
(
語)
と
し
て
｢
接
頭
語
｢
相｣
＋
動
詞｣
が
多
く
立
て
ら
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
品
詞
等
の
注
記
で
[
動]
〈
動
詞
ノ
コ
ト
引
用
者
注
〉
と
あ
る
も
の
の
み
抜
き
出
し
て
み
る
。
な
お
、
抜
き
出
し
に
当
た
っ
て
は
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
(
以
下
同
じ)
。
｢
相
押｣
｢
相
移｣
｢
相
遊｣
｢
相
揖｣
｢
相
允｣
｢
相
引｣
｢
相
引
参｣
｢
相
引
来｣
｢
相
映｣
｢
相
謁｣
｢
相
加｣
｢
相
賀｣
｢
相
改｣
｢
相
礙｣
｢
相
交｣
｢
相
好｣
｢
相
隔｣
｢
相
合｣
｢
相
含｣
｢
相
奇｣
｢
相
寄｣
｢
相
記｣
｢
相
疑｣
｢
相
議｣
｢
相
咎｣
｢
相
救｣
｢
相
求｣
｢
相
向｣
｢
相
仰｣
｢
相
去｣
｢
相
御｣
｢
相
禦｣
｢
相
語｣
｢
相
具｣
｢
相
遇｣
｢
相
和｣
｢
相
過｣
｢
相
会｣
｢
相
会
合｣
｢
相
跪｣
｢
相
携｣
｢
相
穴
な
ふ｣
｢
相
勤｣
｢
相
願｣
｢
相
競｣
｢
相
競
渡｣
｢
相
計｣
｢
相
驚｣
｢
相
迎｣
｢
相
結｣
｢
相
叶｣
｢
相
挟｣
｢
相
兼｣
｢
相
見｣
｢
相
誤｣
｢
相
構｣
｢
相
構
出｣
｢
相
刻｣
｢
相
剋｣
｢
相
告｣
｢
相
恨｣
｢
相
混｣
｢
相
混
置｣
｢
相
沙
汰｣
｢
相
催｣
｢
相
載｣
｢
相
諍｣
｢
相
双｣
｢
相
雑｣
｢
相
参｣
｢
相
撰｣
｢
相
似｣
｢
相
思｣
｢
相
次｣
｢
相
示｣
｢
相
試｣
｢
相
守｣
｢
相
失｣
｢
相
集｣
｢
相
侵｣
｢
相
尋｣
｢
相
任｣
｢
相
謝｣
｢
相
障｣
｢
相
譲｣
｢
相
取｣
｢
相
聚｣
｢
相
准｣
｢
相
乗｣
｢
相
従｣
｢
相
承｣
｢
相
仍｣
｢
相
属｣
｢
相
続｣
｢
相
触｣
｢
相
飾｣
｢
相
親｣
｢
相
進｣
｢
相
進
見｣
｢
相
進
立｣
｢
相
省
略｣
｢
相
咲｣
｢
相
招｣
｢
相
消｣
｢
相
借｣
｢
相
戦｣
｢
相
遷｣
｢
相
助｣
｢
相
送｣
｢
相
塞｣
｢
相
代｣
｢
相
対｣
｢
相
待｣
｢
相
退｣
｢
相
到｣
｢
相
当｣
｢
相
達｣
｢
相
答｣
｢
相
談｣
｢
相
談
話｣
｢
相
憚｣
｢
相
知｣
｢
相
馳｣
｢
相
馳
向｣
｢
相
著
・
相
着｣
｢
相
佇
立｣
｢
相
儲｣
｢
相
重｣
｢
相
定｣
｢
相
替｣
｢
相
遞｣
｢
相
弔｣
｢
相
挑｣
｢
相
敵｣
｢
相
伝｣
｢
相
伝
奏｣
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｢相
渡｣
｢
相
通｣
｢
相
闘｣
｢
相
背｣
｢
相
妨｣
｢
相
訪｣
｢
相
迫｣
｢
相
発
明｣
｢
相
犯｣
｢
相
伴｣
｢
相
半｣
｢
相
番｣
｢
相
備｣
｢
相
比｣
｢
相
畢｣
｢
相
憑｣
｢
相
扶｣
｢
相
輔｣
｢
相
副｣
｢
相
副
遣｣
｢
相
分｣
｢
相
分
立｣
｢
相
問｣
｢
相
并｣
｢
相
並｣
｢
相
別｣
｢
相
逢｣
｢
相
約｣
｢
相
与｣
｢
相
応｣
｢
相
用
意｣
｢
相
頼｣
｢
相
労｣
｢
相
率｣
｢
相
立｣
｢
相
臨｣
｢
相
量｣
｢
相
励｣
｢
相
了｣
｢
相
列｣
｢
相
連｣
｢
相
連
行｣
｢
相
連
居｣
｢
相
連
立｣
｢
相
哢｣
｢
相
籠｣
｢
相
論｣
｢
相
違｣
。
お
お
よ
そ
こ
れ
だ
け
の
異
な
り
語
が
あ
る
こ
と
が
短
時
間
で
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
動
詞
以
外
に
、
副
詞
に
前
接
し
た
例
と
し
て
｢
相
共｣
｢
相
倶｣
｢
相
互｣
、
形
容
詞
に
前
接
し
た
例
と
し
て
｢
相
近｣
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
。
調
査
の
見
通
し
を
得
る
た
め
に
は
、
非
常
に
強
力
な
ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
記
録
本
文
の
解
読
に
よ
っ
て
は
品
詞
認
定
が
異
な
り
得
る
こ
と
に
は
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、｢
記
録
語
集
成｣
に
は
、｢
凡
例｣
に
も
あ
る
よ
う
に
、
や
や
不
統
一
な
点
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。[
動]
で
は
な
く
[
句]
と
品
詞
等
の
注
記
が
付
け
ら
れ
た
も
の
の
中
に
も
｢
相
加
差｣
｢
相
加
奏｣
｢
相
加
送｣
｢
相
加
付｣
等
の
よ
う
に
動
詞
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
品
詞
等
の
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
中
に
も
｢
相
誡｣
｢
相
教｣
｢
相
企｣
｢
相
忌｣
等
の
よ
う
に
動
詞
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
親
字
｢
相｣
の
直
下
に
も
、｢
[
名]
〈
名
詞
ノ
コ
ト
。
用
例
省
略
〉
[
動]
〈
動
詞
ノ
コ
ト
。
用
例
省
略
〉
[
接
頭]
〈
接
頭
語
ノ
コ
ト
。
用
例
省
略
〉

…
〈
以
下
省
略
〉
…｣
と
単
字
と
し
て
の
用
法
の
説
明
が
あ
り
、
[
接
頭]
の
項
の
用
例
に
は
、｢
相
争｣
｢
相
示｣
｢
相
迎｣
等
、｢
相｣
を
造
語
成
分
と
し
て
も
つ
派
生
語
(
動
詞)
の
用
例
に
相
当
す
る
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
ツ
ー
ル
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を
大
き
く
損
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
読
み
の
確
定
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
右
に
抜
き
出
し
た
｢
相
＋
動
詞｣
の
形
の
語
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
『
古
語
大
鑑
(
６)』
を
見
て
み
て
も
、
た
と
え
ば
抜
き
出
し
た
う
ち
の
は
じ
め
の
三
語
｢
相
押
(
あ
ひ
お
す)｣
｢
相
移
(
あ
ひ
う
つ
る)｣
｢
相
遊
(
あ
ひ
あ
そ
ぶ)｣
な
ど
、
こ
れ
ら
の
辞
書
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
古
記
録
に
お
け
る
使
用
語
彙
の
実
態
を
知
る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、｢
記
録
語
集
成｣
が
古
記
録
の
言
語
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
に
は
、
こ
の
資
料
に
お
け
る
｢
記
録
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語｣
の
定
義
が
関
係
し
て
い
る
。
日
本
史
関
係
者
の
手
に
な
る
記
録
語
辞
典
・
用
語
集
の
場
合
、
記
録
類
に
見
ら
れ
る
｢
変
わ
っ
た
(
難
解
な)
熟
語
・
字
句｣
等
と
い
っ
た
も
の
が
採
録
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。｢
変
わ
っ
た｣
｢
特
殊
な｣
｢
難
解
な｣
と
い
っ
た
基
準
で
採
録
す
る
場
合
、｢
相
＋
動
詞｣
の
よ
う
な
、
意
味
を
推
測
す
る
こ
と
が
さ
ほ
ど
困
難
で
な
い
も
の
は
、
あ
ま
り
採
録
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、｢
記
録
語
集
成｣
の
場
合
は
、
そ
の
｢
凡
例｣
の
３
に
｢
本
書
の
収
録
す
る
｢
記
録
語｣
と
は
、
記
録
(
日
記)
に
使
用
さ
れ
た
語
全
般
を
さ
し
て
い
る｣
と
あ
り
、
広
い
意
味
で
の
記
録
語
(
記
録
の
語
彙)
を
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
語
研
究
の
上
で
は
、
大
き
な
強
み
に
な
る
。｢
相｣
以
外
に
も
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。
｢
事
(
こ
と
の)
―｣
を
造
語
成
分
と
す
る
語
に
は
、｢
事
疑
(
こ
と
の
う
た
が
ひ)｣
｢
事
旨
(
こ
と
の
む
ね)｣
等
、
記
録
語
独
自
の
も
の
が
多
い
と
の
指
摘
が
あ
る
(
７)
。｢
事
―｣
と
い
う
語
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
語
辞
典
・
記
録
用
語
集
で
は
ほ
と
ん
ど
採
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、｢
事
疑｣
｢
事
旨｣
以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
な
ど
も
｢
記
録
語
集
成｣
を
見
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。｢
集
成｣
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
次
に
掲
げ
る
(
＊
を
付
し
た
も
の
は
、｢
記
録
語
解
義｣
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
示
す
。
以
下
同
じ)
。
｢
事
意｣
｢
事
由
＊｣
｢
事
隠
＊｣
｢
事
縁｣
｢
事
感｣
｢
事
危｣
｢
事
忌｣
｢
事
儀
＊｣
｢
事
咎｣
｢
事
恐｣
｢
事
興｣
｢
事
勤｣
｢
事
懃｣
｢
事
外｣
｢
事
闕｣
｢
事
慶｣
｢
事
業
＊｣
｢
事
験｣
｢
事
故
＊｣
｢
事
誤
＊｣
｢
事
恨｣
｢
事
之
案
内｣
｢
事
之
由｣
｢
事
之
由
緒｣
｢
事
之
感
応｣
｢
事
之
気
色
＊｣
｢
事
之
最
初｣
｢
事
之
子
細
＊｣
｢
事
之
旨｣
｢
事
之
次
第
＊｣
｢
事
之
実
正｣
｢
事
之
儲｣
｢
事
之
非
常｣
｢
事
之
理｣
｢
事
之
礼
節｣
｢
事
之
委
趣｣
｢
事
事
＊｣
｢
事
次
＊｣
｢
事
次
第
＊｣
｢
事
始
＊｣
｢
事
旨｣
｢
事
実
＊｣
｢
事
実
正｣
｢
事
賞｣
｢
事
障｣
｢
事
趣
＊｣
｢
事
祟｣
｢
事
愁｣
｢
事
情
＊｣
｢
事
憚｣
｢
事
難
＊｣
｢
事
儲｣
｢
事
定｣
｢
事
体
＊｣
｢
事
妨｣
｢
事
謗｣
｢
事
発｣
｢
事
煩
＊｣
｢
事
費｣
｢
事
謬｣
｢
事
不
審｣
｢
事
問｣
｢
事
聞
＊｣
｢
事
便
＊｣
｢
事
便
宜｣
｢
事
理｣
｢
事
畏｣
。
こ
う
し
た
語
の
あ
る
こ
と
が
、
す
ぐ
に
分
か
る
の
で
あ
る
(
な
お
、
｢
解
義｣
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
用
例
と
読
み
に
関
す
る
証
例
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
未
完
成
の
項
目
で
あ
る)
。
や
は
り
記
録
(
日
記)
の
語
彙
を
考
え
る
上
で
大
き
な
力
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、
複
合
動
詞
に
は
記
録
(
語)
に
特
徴
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
お
り
、｢｢
罷
(
ま
か
り)
―｣
を
造
語
成
分
と
す
る
複
合
動
詞
、
罷
帰
(
ま
か
り
か
へ
る)
罷
下
(
ま
か
り
く
だ
る)
罷
申
(
ま
か
り
ま
う
す)
な
ど
は
、
仮
名
文
学
作
品
に
も
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
古
記
録
に
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
記
録
語
と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る｣
等
の
発
言
が
あ
る
(
８)
。
従
来
の
国
語
辞
典
の
場
合
、｢
ま
か
り
―｣
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
立
項
さ
れ
て
い
る
語
は
多
く
は
な
く
、
用
例
も
仮
名
文
学
作
品
か
ら
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
｢
記
録
語
集
成｣
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
｢
罷
―｣
の
形
の
語
が
古
記
録
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
｢
罷
下｣
｢
罷
行｣
｢
罷
合｣
｢
罷
寄｣
｢
罷
騎｣
｢
罷
給｣
｢
罷
向｣
｢
罷
去｣
｢
罷
遇｣
｢
罷
過｣
｢
罷
会｣
｢
罷
廻｣
｢
罷
還｣
｢
罷
帰｣
｢
罷
叶｣
｢
罷
見｣
｢
罷
遣｣
｢
罷
候｣
｢
罷
入｣
｢
罷
上｣
｢
罷
出｣
｢
罷
乗｣
｢
罷
申
＊｣
｢
罷
成｣
｢
罷
遷｣
｢
罷
退｣
｢
罷
到｣
｢
罷
当｣
｢
罷
逃｣
｢
罷
著
・
罷
着｣
｢
罷
度｣
｢
罷
渡｣
｢
罷
登｣
｢
罷
通｣
｢
罷
付｣
｢
罷
返｣
｢
罷
逢｣
｢
罷
離｣
｢
罷
留｣
｢
罷
立｣
｢
罷
籠｣
｢
罷
違｣
。
以
上
は
[
動]
と
の
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
こ
の
注
記
が
な
い
も
の
で
、｢
罷
倚｣
｢
罷
巡｣
｢
罷
昇｣
｢
罷
随｣
｢
罷
発｣
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、｢
記
録
語
集
成｣
は
、
記
録
資
料
に
お
け
る
合
成
語
(
派
生
語
・
複
合
語)
の
使
用
状
況
を
把
握
す
る
際
に
は
、
非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
(
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
和
語
の
例
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
は
漢
語
の
構
成
要
素
(
漢
字
語
基
・
軸
字)
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
も
当
て
は
ま
る)
。
た
だ
し
、
漢
和
辞
典
方
式
に
よ
る
配
列
の
た
め
、
語
の
二
字
目
・
三
字
目
か
ら
の
検
索
(
逆
引
き)
は
で
き
な
い
た
め
、
接
尾
語
を
問
題
に
し
た
い
場
合
や
複
合
語
の
後
項
を
問
題
に
し
た
い
場
合
等
に
は
使
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
(
９)
。
な
お
、｢
一
―｣
｢
二
―｣
｢
三
―｣
等
の
漢
数
字
を
含
む
語
が
多
く
採
ら
れ
て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。｢
一
―｣
の
形
式
の
も
の
の
場
合
、｢
記
録
語
解
義｣
で
｢
ほ
ぼ
辞
典
の
項
目
の
体
裁
を
備
え
て
い
る
項
目｣
(｢
記
録
語
解
義
凡
例｣)
に
相
当
し
、｢
一
つ
の
―
。｣
｢
―
、
一
つ
。｣
と
語
義
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
古
記
録
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
詳
し
く
示
し
た
い
と
い
う
峰
岸
博
士
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
(
)
。｢
一
―｣
の
形
式
で
｢
記
録
語
集
成｣
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
全
て
掲
げ
て
お
く
。
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｢一
＊｣
｢
一
移｣
｢
一
衣
＊｣
｢
一
一
＊｣
｢
一
揖
＊｣
｢
一
邑
＊｣
｢
一
音
＊｣
｢
一
宇
＊｣
｢
一
曜｣
｢
一
腰
＊｣
｢
一
葉
＊｣
｢
一
筵
＊｣
｢
一
个
日
＊｣
｢
一
加
階｣
｢
一
家
＊｣
｢
一
歌
＊｣
｢
一
河
処
＊｣
｢
一
箇
条
＊｣
｢
一
箇
年｣
｢
一
荷
＊｣
｢
一
牙
＊｣
｢
一
界
＊｣
｢
一
蓋｣
｢
一
階
＊｣
｢
一
行
＊｣
｢
一
行
書
＊｣
｢
一
客
＊｣
｢
一
匣
＊｣
｢
一
合
＊｣
｢
一
夾
＊｣
｢
一
函
＊｣
｢
一
間
＊｣
｢
一
基
＊｣
｢
一
奇
一
驚
＊｣
｢
一
季
＊｣
｢
一
揆
＊｣
｢
一
騎
＊｣
｢
一
義
＊｣
｢
一
宮
＊｣
｢
一
牛
＊｣
｢
一
級
＊｣
｢
一
伽
藍｣
｢
一
向
＊｣
｢
一
郷
＊｣
｢
一
脚
＊｣
｢
一
筥
＊｣
｢
一
御
子
＊｣
｢
一
曲
＊｣
｢
一
斤
染｣
｢
一
筋
＊｣
｢
一
具
＊｣
｢
一
懼
一
喜
＊｣
｢
一
躯
＊｣
｢
一
裹
＊｣
｢
一
廻
＊｣
｢
一
皇
子
＊｣
｢
一
丸
＊｣
｢
一
官
＊｣
｢
一
管
＊｣
｢
一
貫
＊｣
｢
一
櫃
＊｣
｢
一
筐
＊｣
｢
一
月
＊｣
｢
一
巻
＊｣
｢
一
懸
＊｣
｢
一
郡
＊｣
｢
一
結
＊｣
｢
一
献
＊｣
｢
一
見
＊｣
｢
一
言
＊｣
｢
一
壺
＊｣
｢
一
戸
＊｣
｢
一
鼓
＊｣
｢
一
公
主
＊｣
｢
一
口
＊｣
｢
一
刻
＊｣
｢
一
剋
＊｣
｢
一
国
＊｣
｢
一
斛
＊｣
｢
一
座
＊｣
｢
一
再
＊｣
｢
一
双
＊｣
｢
一
艘
＊｣
｢
一
昨
＊｣
｢
一
昨
日
＊｣
｢
一
昨
夕
＊｣
｢
一
昨
年
＊｣
｢
一
昨
夜
＊｣
｢
一
匝
＊｣
｢
一
山｣
｢
一
盞
＊｣
｢
一
算
楽
(
一
弄
楽
カ)｣
｢
一
事
＊｣
｢
一
事
以
上｣
｢
一
使
＊｣
｢
一
史
＊｣
｢
一
字
＊｣
｢
一
字
金
輪｣
｢
一
字
金
輪
供｣
｢
一
支
＊｣
｢
一
時
＊｣
｢
一
枝
＊｣
｢
一
矢
＊｣
｢
一
紙
＊｣
｢
一
二
＊｣
｢
一
二
个
月
＊｣
｢
一
二
歌
＊｣
｢
一
二
更
＊｣
｢
一
二
間
＊｣
｢
一
二
献
＊｣
｢
一
二
剋
＊｣
｢
一
二
座
＊｣
｢
一
二
艘
＊｣
｢
一
二
三
巡
＊｣
｢
一
二
三
番
＊｣
｢
一
二
時
＊｣
｢
一
二
枝
＊｣
｢
一
二
手
＊｣
｢
一
二
巡
＊｣
｢
一
二
人
＊｣
｢
一
二
段
＊｣
｢
一
二
町
＊｣
｢
一
二
度
＊｣
｢
一
二
倍
＊｣
｢
一
二
歩
＊｣
｢
一
二
粒
＊｣
｢
一
周
忌
＊｣
｢
一
手
＊｣
｢
一
首
＊｣
｢
一
七
箇
日
＊｣
｢
一
七
日
＊｣
｢
一
室
＊｣
｢
一
日
＊｣
｢
一
日
一
時｣
｢
一
日
講
＊｣
｢
一
日
経｣
｢
一
襲
＊｣
｢
一
寝
＊｣
｢
一
心
＊｣
｢
一
任
＊｣
｢
一
社
＊｣
｢
一
車
＊｣
｢
一
上
＊｣
｢
一
上
臈
＊｣
｢
一
想
＊｣
｢
一
箱
＊｣
｢
一
觴
＊｣
｢
一
宿
＊｣
｢
一
巡
＊｣
｢
一
瞬｣
｢
一
処
＊｣
｢
一
乗
＊｣
｢
一
升
＊｣
｢
一
種
＊｣
｢
一
種
物
＊｣
｢
一
束
＊｣
｢
一
職
＊｣
｢
一
足
＊｣
｢
一
親
王
＊｣
｢
一
身
＊｣
｢
一
人
＊｣
｢
一
世
源
氏
＊｣
｢
一
声
＊｣
｢
一
生
＊｣
｢
一
省
＊｣
｢
一
祭
＊｣
｢
一
尺
＊｣
｢
一
石
＊｣
｢
一
積｣
｢
一
切
＊｣
｢
一
切
経
＊｣
｢
一
切
経
会
＊｣
｢
一
切
経
所
＊｣
｢
一
切
経
論
＊｣
｢
一
切
衆
生
＊｣
｢
一
折
櫃
＊｣
｢
一
折
敷
＊｣
｢
一
節
＊｣
｢
一
節
禄
＊｣
｢
一
絶
＊｣
｢
一
説
＊｣
｢
一
前
＊｣
｢
一
千
＊｣
｢
一
千
巻
＊｣
｢
一
千
段
＊｣
｢
一
千
部
＊｣
｢
一
善
＊｣
｢
一
船
＊｣
｢
一
銭
＊｣
｢
一
所
＊｣
｢
一
僧
＊｣
｢
一
族
＊｣
｢
一
寸
＊｣
｢
一
尊
＊｣
｢
一
駄
＊｣
75
｢一
代
＊｣
｢
一
代
一
度
＊｣
｢
一
大
納
言
＊｣
｢
一
大
門
＊｣
｢
一
対
＊｣
｢
一
袋
＊｣
｢
一
内
親
王
＊｣
｢
一
堂
＊｣
｢
一
幀
＊｣
｢
一
道
＊｣
｢
一
道
使
＊｣
｢
一
宅
＊｣
｢
一

手
半
＊｣
｢
一
諾
＊｣
｢
一
談
＊｣
｢
一
男
＊｣
｢
一
壇
＊｣
｢
一
旦
＊｣
｢
一
段
＊｣
｢
一
端
＊｣
｢
一
昼
夜｣
｢
一
軸｣
｢
一
帙
＊｣
｢
一
丈
＊｣
｢
一
張
＊｣
｢
一
杖
＊｣
｢
一
長
者｣
｢
一
女
＊｣
｢
一
重
＊｣
｢
一
塵
＊｣
｢
一
体
＊｣
｢
一
定
＊｣
｢
一
定
額
＊｣
｢
一
帝
＊｣
｢
一
廷
＊｣
｢
一
挺
＊｣
｢
一
町
＊｣
｢
一
朝
＊｣
｢
一
条
＊｣
｢
一
鳥
居
＊｣
｢
一
滴
＊｣
｢
一
的
＊｣
｢
一
帖
＊｣
｢
一
点
＊｣
｢
一
念
珠
＊｣
｢
一
天
＊｣
｢
一
年
＊｣
｢
一
年
半｣
｢
一
度
＊｣
｢
一
同
＊｣
｢
一
斗
＊｣
｢
一
桶
＊｣
｢
一
灯
＊｣
｢
一
等
＊｣
｢
一
通
＊｣
｢
一
頭
＊｣
｢
一
屯
＊｣
｢
一
倍
＊｣
｢
一
坏
＊｣
｢
一
拝
＊｣
｢
一
盃
＊｣
｢
一
枚
＊｣
｢
一
房
＊｣
｢
一
方
＊｣
｢
一
方
行
香
＊｣
｢
一
棚
＊｣
｢
一
百
部｣
｢
一
八
＊｣
｢
一
鉢
＊｣
｢
一
番
＊｣
｢
一
盤
＊｣
｢
一
万
＊｣
｢
一
万
巻
＊｣
｢
一
万
束
＊｣
｢
一
万
体
＊｣
｢
一
万
灯
＊｣
｢
一
万
遍
＊｣
｢
一
万
部
＊｣
｢
一
匹
＊｣
｢
一
疋
＊｣
｢
一
品
＊｣
｢
一
品
宮
＊｣
｢
一
品
経｣
｢
一
品
親
王
＊｣
｢
一
品
王
子
＊｣
｢
一
民｣
｢
一
府
＊｣
｢
一

＊｣
｢
一
舞
＊｣
｢
一
舞
人
＊｣
｢
一
幅
＊｣
｢
一
腹｣
｢
一
物
＊｣
｢
一
分
＊｣
｢
一
分
召
＊｣
｢
一
分
宣
旨
＊｣
｢
一
問
＊｣
｢
一
文
＊｣
｢
一
柄
＊｣
｢
一
瓶
＊｣
｢
一
遍
＊｣
｢
一
面
＊｣
｢
一
部
＊｣
｢
一
鋪
＊｣
｢
一
保
＊｣
｢
一
封
＊｣
｢
一
捧
＊｣
｢
一
本
＊｣
｢
一
本
菊｣
｢
一
本
御
書
所
＊｣
｢
一
門
＊｣
｢
一
命
＊｣
｢
一
夜
＊｣
｢
一
夜
漏
＊｣
｢
一
労
＊｣
｢
一
臈
＊｣
｢
一
覧
＊｣
｢
一
理
＊｣
｢
一
流
＊｣
｢
一
粒
＊｣
｢
一
林
＊｣
｢
一
両
＊｣
｢
一
両
曲
＊｣
｢
一
両
廻
＊｣
｢
一
両
月｣
｢
一
両
献
＊｣
｢
一
両
国
＊｣
｢
一
両
事
＊｣
｢
一
両
日
＊｣
｢
一
両
觴
＊｣
｢
一
両
樹｣
｢
一
両
巡
＊｣
｢
一
両
処
＊｣
｢
一
両
人
＊｣
｢
一
両
声
＊｣
｢
一
両
説
＊｣
｢
一
両
所
＊｣
｢
一
両
体
＊｣
｢
一
両
年
＊｣
｢
一
両
度
＊｣
｢
一
両
盃
＊｣
｢
一
両
歩
＊｣
｢
一
両
夜｣
｢
一
類
＊｣
｢
一
零
＊｣
｢
一
領
＊｣
｢
一
寮
＊｣
｢
一
料
＊｣
｢
一
列
＊｣
｢
一
聯
＊｣
｢
一
連
＊｣
｢
一
弄
楽｣
｢
一
鹿
毛
＊｣
｢
一
往
＊｣
｢
一
位
＊｣
｢
一
位
階
＊｣
｢
一
員
＊｣
｢
一
院
＊｣
｢
一
屋
＊｣
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、｢
記
録
語
解
義｣
で
は
、
た
と
え
ば
｢
【
一
牙
】
〈
ひ
と
き
ば
・(
イ
チ
ゲ)
〉
鷹
狩
り
で
使
う
犬
、
一
匹
。
…
(
以
下
、
用
例
・
読
み
の
証
例
省
略)
…｣
｢
【
一
筐
】〈(
ひ
と
か
た
み)
〉
方
形
の
竹
籠
、
一
つ
。
…
(
以
下
、
用
例
・
読
み
の
証
例
省
略)
…｣
等
と
語
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
丹
念
に
数
に
関
す
る
語
を
採
集
・
採
録
し
た
辞
典
・
用
語
集
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本
書
が
、
峰
岸
博
士
の
記
録
76
語
研
究
な
ら
び
に
記
録
語
に
つ
い
て
の
展
望
と
密
接
に
繋
が
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
ロ)
平
安
時
代
の
貴
族
の
日
常
使
用
語
彙
の
資
料
と
し
て
日
本
史
関
係
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、｢
記
録
語
解
義｣
は
、
そ
の
凡
例
に
｢
加
藤
友
康
教
授
が
選
定
さ
れ
た
約
一
四
〇
〇
項
目
(
主
に
日
本
史
関
連
の
語)
…
ほ
ぼ
辞
典
の
項
目
の
体
裁
を
備
え
る｣
と
あ
る
。
記
録
で
使
用
さ
れ
る
語
彙
の
中
で
も
、
特
に
こ
の
方
面
の
用
語
は
、
か
な
り
充
実
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、｢
記
録
語
解
義｣
は
基
本
的
に
は
未
完
成
の
も
の
で
あ
り
、
二
で
取
り
上
げ
た
斎
木
の
指
摘
し
た
い
わ
ゆ
る
｢
記
録
語｣
等
に
つ
い
て
は
及
ん
で
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
各
々
が
｢
記
録
語
集
成｣
所
載
の
用
例
か
ら
考
え
る
し
か
な
い
。
｢
記
録
語
集
成｣
は
こ
う
し
た
用
例
に
つ
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
よ
く
採
集
し
て
い
る
。
先
に
み
た
中
山
(
二
〇
〇
六)
で
は
、｢
衝
黒｣
の
語
に
つ
い
て
、｢
平
安
古
記
録
で
は
常
用
の
語
で
あ
る
。
⑥
〈『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
ヲ
指
ス
〉
で
辛
う
じ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
用
例
が
不
足
で
あ
る｣
と
す
る
(
)
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
を
見
る
と
、｢
夜
の
闇
。
夜
。｣
と
の
意
味
を
示
す
が
、
用
例
は
本
邦
の
も
の
と
し
て
は
『
本
朝
無
題
詩』
か
ら
一
例
が
、
中
国
の
も
の
と
し
て
は
白
居
易
の
例
が
一
例
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、｢
記
録
語
集
成｣
を
見
る
と
、
き
ち
ん
と
採
録
さ
れ
て
お
り
、
『
小
右
記』
『
左
経
記』
『
水
左
記』
『
兵
範
記』
に
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。｢
記
録
語
集
成｣
は
、
平
安
古
記
録
で
は
常
用
の
語
で
あ
り
な
が
ら
、
一
般
の
国
語
辞
典
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
語
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、｢
特
殊
な｣
｢
風
変
わ
り
な｣
｢
難
解
な｣
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
な
い
語
の
中
か
ら
も
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
使
用
語
彙
の
実
態
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
単
字
で
は
な
く
、
語
の
形
で
用
例
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
確
認
作
業
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
詳
細
に
見
て
い
け
ば
相
当
数
の
例
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
名
詞
の
例
を
二
つ
挙
げ
て
お
く
。
先
に
見
た
複
合
動
詞
の
例
等
も
含
め
て
、
表
現
内
容
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
語
彙
の
実
情
と
い
う
点
で
は
、
貴
重
で
あ
る
。
｢
記
録
語
集
成｣
に
よ
れ
ば
、｢
筆
笠｣
と
い
う
語
が
『
後
二
条
師
通
記』
の
寛
治
七
年
正
月
五
日
の
条
に
あ
る
。
前
の
文
脈
を
補
っ
て
大
日
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本
古
記
録
か
ら
引
用
す
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。
・
深
蓋
手
筥
入
叙
位
次
第
等
、
召
参
議
、
筆
笠
ハ
事
訖
間
、
笠
ハ
如
本
ニ
ヤ
候
ふ
、
不
審
也
、
こ
の
語
は
史
料
編
纂
所
の
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
こ
れ
以
外
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
で
は
立
項
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、｢
ふ
で-
か
さ
【
筆
笠
】[
名]
筆
の
先
端
に
か
ぶ
せ
て
、
筆
先
を
保
護
す
る
竹
製
の
筒
。
筆
の
鞘
(
さ
や)
。｣
と
意
味
の
み
記
述
し
、
用
例
は
掲
げ
て
い
な
い
。『
師
通
記』
の
例
は
江
戸
期
の
新
写
本
(
予
楽
院
本)
に
よ
る
た
め
、
確
実
に
平
安
期
に
遡
る
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
語
(
漢
字
表
記)
の
古
い
例
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。｢
記
録
語
集
成｣
や
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
は
、
平
安
古
記
録
の
用
例
は
見
出
し
が
た
い
が
、
語
誌
的
に
は
、
類
義
の
｢
筆
鞘
・
筆
筒
(
ふ
で
の
さ
や)｣
｢
筆
鞘
笠
(
ふ
で
の
さ
や
が
さ)｣
等
(
)
と
の
関
係
も
問
題
と
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
色
葉
字
類
抄』
に
は
筆
筒
フ
テ
ノ
サ
ヤ
(
黒
川
本
中
一
〇
四
オ
一
・
フ
雑
物)
と
あ
る
。
語
形
(
よ
み)
の
確
定
を
含
め
て
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
ま
た
、｢
記
録
語
集
成｣
を
見
る
と
、｢
筆
管｣
と
い
う
語
が
『
兵
範
記』
仁
平
二
年
三
月
六
日
の
条
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
後
を
補
っ
て
増
補
史
料
大
成
か
ら
引
用
す
る
。
・
居
蒔
絵
螺
鈿
御
硯
一
合
、
懸
子
居
硯
筆
毫
等
、
筆
管
墨
硯
小
刀
柄
等
、
用
紫
檀
、
懸
子
下
入
薄
様
檀
紙
等
両
三
帖
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
記
録
類
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
当
該
箇
所
は
｢
筆
菅｣
と
す
る
が
、
文
意
か
ら
考
え
て
、
こ
の
校
訂
は
疑
問
で
あ
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、『
兵
範
記』
に
は
、
他
に
仁
安
四
年
二
月
七
日
条
に
｢
筆
管｣
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
他
の
古
記
録
か
ら
も
｢
筆
管｣
の
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
で
は
｢
ひ
っ-
か
ん
【
筆
管
】｣
に
つ
い
て
は
、
語
義
を
｢
筆
の
軸
。
筆
柄
(
ふ
で
づ
か)
。｣
と
し
、
用
例
は
中
国
の
『
西
京
雑
記』
の
例
を
挙
げ
る
の
み
で
、
本
邦
の
例
に
つ
い
て
は
｢
補
注｣
で
｢｢
名
物
六
帖
‐
器
材
箋｣
に
は
｢
筆
管
フ
テ
ノ
チ
ク｣
と
あ
る
。｣
と
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
平
安
古
記
録
の
｢
筆
管｣
の
例
は
、
本
邦
に
お
け
る
初
出
例
と
し
て
『
名
物
六
帖』
か
ら
か
な
り
遡
る
こ
と
に
な
る
。
語
形
(
よ
み)
の
確
定
が
ま
ず
は
問
題
で
あ
る
が
、
語
誌
的
に
は
、
類
義
の
｢
筆
柄
(
ふ
で
づ
か
・
ふ
で
の
つ
か)｣
｢
筆
軸
(
ふ
で
ぢ
く
・
ふ
で
の
ぢ
く)｣
等
(
)
と
の
関
係
も
問
題
と
な
ろ
う
(
史
料
78
編
纂
所
の
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
期
の
『
民
経
記』
に
｢
筆
柄｣
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
[
仁
治
三
年
正
月
五
日
条]
が
、｢
筆
柄｣
｢
筆
軸｣
の
い
ず
れ
も
平
安
古
記
録
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い)
。
今
、
二
語
の
例
の
み
を
示
し
た
が
、
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。｢
記
録
語
集
成｣
の
平
安
時
代
の
語
彙
資
料
日
常
使
用
語
彙
の
実
態
を
探
る
資
料
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
大
き
い
。四
お
わ
り
に
以
上
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
語
辞
典
・
用
語
集
の
概
略
を
辿
り
、
あ
わ
せ
て
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
の
価
値
・
可
能
性
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
日
本
語
研
究
の
ツ
ー
ル
と
し
て
見
た
場
合
、『
平
安
時
代
記
録
語
集
成』
は
、
こ
れ
ま
で
の
辞
典
・
用
語
集
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
利
用
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
単
字
で
は
な
く
語
で
用
例
を
示
し
た
こ
と
、
記
録
で
使
用
さ
れ
る
語
全
般
を
採
録
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。
記
録
資
料
は
、
漢
字
表
記
を
主
体
と
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
や
や
も
す
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
幾
分
か
で
も
低
く
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
ろ
う
。
本
稿
の
指
摘
は
、
筆
者
が
本
書
を
瞥
見
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
他
に
も
本
書
の
価
値
・
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
も
の
と
思
う
。
本
書
の
刊
行
は
、
峰
岸
博
士
の
開
拓
さ
れ
た
記
録
語
研
究
の
分
野
が
さ
ら
に
発
展
・
深
化
す
る
契
機
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
[
注]
(
１)
｢
二
記
録
語
と
国
語
辞
典｣
で
掲
げ
る
斎
木
一
馬
(
一
九
七
九)
等
参
照
。
(
２)
な
お
、
斎
木
よ
り
も
早
い
時
期
の
も
の
に
、
布
施
秀
治
(
一
九
四
三)
｢
古
文
書
記
録
に
見
え
た
る
語
辞
の
一
般
考
察
(
上)
(
下)｣
『
帝
国
学
士
院
紀
事』
第
二
巻
第
一
号
・
第
二
号
が
あ
り
、
布
施
は
そ
の
｢
結
語｣
で
｢
之
の
研
究
の
成
果
を
含
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
始
め
て
完
全
に
近
い
辞
典
が
出
来
て
、
世
人
を
満
足
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
辞
典
の
編
纂
を
軽
視
し
て
、
単
な
る
器
械
的
努
力
の
結
集
で
あ
る
と
か
、
又
は
市
井
の
営
利
的
な
事
業
に
過
ぎ
な
い
と
か
い
ふ
や
う
な
、
世
の
誤
つ
た
観
念
を
改
め
て
、
将
来
の
此
の
種
研
究
者
の
抱
負
を
高
め
、
且
つ
眇
た
る
一
個
の
犠
牲
に
お
い
て
、
国
家
的
事
業
の
一
端
を
代
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
た
な
ら
ば
、
假
令
、
陳
勝
呉
広
の
轍
を
践
む
と
79
も
敢
へ
て
辞
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
ひ
直
し
て
、
兎
も
角
も
研
究
を
継
続
し
て
来
た
の
で
あ
る｣
と
述
べ
て
お
り
、
布
施
も
、
古
文
書
語
・
古
記
録
語
辞
典
の
編
纂
、
延
い
て
は
国
語
辞
典
の
充
実
を
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、｢
一
は
じ
め
に｣
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
こ
れ
よ
り
早
く
一
九
三
二
年
に
『
古
文
書
記
録
辞
典
ア
部』
を
作
成
し
て
い
る
。
(
３)
当
時
、
体
裁
・
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
あ
っ
た
。｢
菊
判
・
上
製
・
函
入
・
七
五
〇
頁
予
定
予
価
一
六
八
〇
〇
円
(
二
〇)
一
〇
年
九
月
刊
行
予
定｣
。
(
４)
峰
岸
明
(
一
九
九
五)
『
陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
総
索
引
』
汲
古
書
院
の
｢
あ
と
が
き｣
に
よ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
前
の
峰
岸
明
・
横
浜
国
大
東
鑑
之
会
(
一
九
七
九)
『
寛
永
三
年
版
吾
妻
鑑
巻
第
二
漢
字
索
引』
笠
間
書
院
も
親
字
の
下
に
語
句
が
ま
と
め
ら
れ
た
漢
和
辞
典
方
式
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
(
５)
峰
岸
明
(
一
九
七
七)
｢
記
録
体｣
『
岩
波
講
座
日
本
語
10
文
体』
岩
波
書
店
(
峰
岸
(
一
九
八
六)
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究』
東
京
大
学
出
版
会
所
収)
の
｢
四
語
彙
(
４
記
録
特
有
語
の
存
在)｣
に
は
、｢
接
頭
語
｢
相
(
あ
ひ)
―｣
を
造
語
成
分
と
す
る
動
詞
に
は
、
漢
文
訓
読
語
と
共
通
す
る
も
の
も
多
い
が
、
中
に
、
相
叶
(
あ
ひ
か
な
ふ)
相
訪
(
あ
ひ
た
づ
ぬ)
相
次
(
あ
ひ
つ
ぐ)
相
伴
(
あ
ひ
と
も
な
ふ)
相
禦
(
あ
ひ
ふ
せ
ぐ)
相
交
(
あ
ひ
ま
じ
は
る)
相
待
(
あ
ひ
ま
つ)
相
催
(
あ
ひ
も
よ
ほ
す)
な
ど
古
記
録
で
主
に
使
用
さ
れ
る
語
も
存
す
る｣
と
あ
る
。
(
６)
峰
岸
博
士
も
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
書
の
｢
総
合
凡
例｣
の
[
編
集
方
針
に
つ
い
て]
の
四
(
４)
に
は
、｢
平
安
時
代
の
古
記
録
・
古
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
国
語
の
言
語
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
尚
、
不
明
の
点
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
辞
書
で
は
、
特
に
そ
の
漢
字
・
漢
語
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
国
語
学
的
な
面
か
ら
の
基
礎
的
な
配
慮
が
十
分
で
な
か
っ
た
が
、
本
辞
典
で
は
、
厳
密
な
方
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
読
み
方
を
決
定
し
、
新
た
に
多
数
の
用
例
を
挙
げ
、
そ
の
語
釈
を
記
述
し
た
。
尚
、
こ
の
種
の
語
彙
は
、
従
来
の
古
語
辞
典
に
は
、
極
め
て
乏
し
い
の
で
、
日
本
史
関
係
の
史
料
、
並
び
に
そ
の
索
引
類
を
極
力
活
用
し
て
採
録
し
、
本
辞
典
の
特
色
の
一
と
し
た｣
と
あ
る
。
(
７)
注
５
の
文
献
に
同
じ
。
(
８)
松
下
貞
三
(
一
九
五
一)
｢
記
録
体
の
性
格
吾
妻
鏡
を
中
心
と
し
て
｣
『
国
語
国
文』
第
二
〇
巻
第
九
号
(
松
下
(
一
九
八
七)
『
漢
語
受
容
史
の
研
究』
和
泉
書
院
所
収)
や
注
５
の
文
献
等
。｢
罷
―｣
に
つ
い
て
は
、
注
５
の
文
献
に
よ
る
。
(
９)
｢
本
書
刊
行
の
経
緯｣
に
｢
こ
の
種
の
資
料
と
し
て
は
、
２
字
目
・
３
字
目
・
…
に
つ
い
て
の
索
引
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
今
回
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た｣
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
注
４
に
掲
げ
た
峰
岸
博
士
の
手
に
な
る
『
御
堂
関
白
記』
や
『
吾
妻
鏡』
の
索
引
で
は
、
二
字
目
以
降
の
要
素
に
つ
い
て
も
、｢
参
照
項
目｣
指
示
に
よ
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
)
峰
岸
博
士
に
は
、
峰
岸
(
一
九
六
六
・
一
九
六
七)
｢
平
安
時
代
の
助
数
詞
に
関
す
る
一
考
察

｣
『
東
洋
大
学
紀
要
文
学
部
篇』
第
二
〇
号
・
第
二
一
号
(
峰
岸
(
一
九
八
六)
所
収)
が
あ
る
。
80
(
)
こ
の
語
が
古
記
録
で
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
に
も
言
及
が
あ
る
。
中
山
緑
朗
(
一
九
八
一)
｢
記
録
体
の
語
彙
『
小
右
記』
の
朝
・
夕
方
・
夜
の
語
彙
｣
『
学
苑』
第
四
九
三
号
(
中
山
(
一
九
九
五)
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
語
彙』
東
宛
社
所
収)
、
峰
岸
明
(
一
九
八
二)
｢
記
録
の
語
彙｣
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
３
古
代
の
語
彙』
明
治
書
院
(
峰
岸
(
一
九
八
六)
所
収)
、
清
水
教
子
(
一
九
八
八)
｢『
権
記』
に
見
ら
れ
る
｢
時とき｣
の
表
現
１
日
(
24
時
間)
を
中
心
と
し
て
｣
『
中
国
短
期
大
学
紀
要』
第
一
九
号
(
清
水
(
一
九
九
三)
『
平
安
中
期
記
録
語
の
研
究』
翰
林
書
房
・
同
(
二
〇
〇
五)
『
平
安
後
期
公
卿
日
記
の
日
本
語
学
的
研
究』
翰
林
書
房
所
収)
等
。
(
)
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
で
は
｢
ふ
で
【
筆
】｣
の
項
の
子
見
出
し
に
｢
ふ
で
の
＝
鞘
(
さ
や)
[
＝
笠
(
か
さ)
・
＝
鞘
笠
(
さ
や
が
さ)
]｣
を
立
て
る
が
、
次
に
引
く
『
色
葉
字
類
抄』
の
例
以
外
は
、
雑
俳
や
狂
歌
な
ど
江
戸
期
の
例
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
(
)
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版』
で
は
｢
ふ
で
【
筆
】｣
の
項
の
子
見
出
し
に
｢
ふ
で
の
柄
(
つ
か)｣
を
立
て
る
が
、
用
例
は
江
戸
期
の
も
の
(『
訓
蒙
図
彙』
『
書
言
字
考
節
用
集』)
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、｢
ふ
で
じ
く
【
筆
軸
】｣
の
項
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
は
江
戸
期
の
も
の
(『
玉
露
叢』)
で
あ
る
。
(
文
学
部
教
授)
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